
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地まちづくり通信 Vol.３ 

第３回中心市街地まちづくりワークショップを開催しました！ 

問い合わせ 

当日の様子 

令和５年度 

第３回中心市街地まちづくりワークショップ 

2024 年 1 月 20 日（土）14：00～16：30 

竹原市民館  参加者：25 名 

第２回ワークショップで意見交換した中心市街地の将来像や市民意向調査結果を踏まえ、将来の中

心市街地や竹原市役所周辺エリアの具体的な過ごし方について、意見交換しました。 

第３回テーマ 

『中心市街地の将来像を具体化しよう』 

14:00～

14:45 

開会 

第２回WSの振り返り、複合施設の視察の報告 

『複合施設を使いこなす』 

講師 大藪 善久 氏 

14:45～

16:00 

【グループワーク】 

複合施設の過ごし方を確認しよう！ 

庁舎跡地周辺をどんな空間にしたいか考えよう！ 

複合施設のコンセプトをつくろう！ 

16:00～

16:20 
各グループからの発表/アドバイザーからの講評 

16:20～

16:30 
今後の予定、閉会 

 
第３回中心市街地まちづくりワークショップには、竹原市内だけでなく市外の方も参加していただ

き、全２5名の方にお集まりいただきました。 

前回のワークショップの振り返りや市民意向調査結果の速報値について、竹原市から情報提供しまし

た。また、建築家の大藪善久氏から『複合施設を使いこなす』として、複合施設での過ごし方や複合す

ることで得られる効果について、先進的な事例を交えてご講演いただきました。 

グループワークでは、４～５人の班に分かれ、前回のグループワークで議論した複合施設での過ごし

方をより具体化し、どんな空間にしたいかイメージを共有したうえで、複合施設のコンセプトについて、

意見交換を行いました。参加者の方からは「出会いを大切にできる場所」や「市民が主役となる」、「地

元を楽しみながら味わえる」など、インパクトのある意見を多く頂きました。 

■当日のプログラム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回中心市街地まちづくりワークショップの結果＜複合施設のコンセプト案＞ 

竹原市役所 公共施設再編等検討プロジェクトチーム 

ＴＥＬ：０８４６－２２－７７４９  E-Mail：toshi@city.takehara.lg.jp 

赤チーム  

 

『365日24時間出会えてセッション出来る施設』 

  ・90歳からでもなりたい自分になれる 

・全種族の居場所 

・出会いを大切に出来る場所 

・住んで良かったと思える場所 

・人と緩やかに繋がる図書館 

緑チーム  

黄チーム  青チーム  

赤青チーム 

『世界に通用する竹原をまるごと味わえる場所』 

  ・地元を楽しみ味わえる 

・外と中がシームレスに繋がる 

・健康・スポーツ 

・芝生と酒 

 

『みんなでカスタマイズして育てる竹原の空き地』 

  ・竹原市を育むカスタマイズする施設 

・まち全体で子供を育てる 

・竹原で過ごしたシーンが生まれる 

・だめなことはなにもない 

 →「アニメの空き地」のような空間 

『自分の居場所が見つかる広島で一番小さい○○』 

  ・帰りたくなくなる〇〇 

・一日過ごせる/誰かと会いたくなる 

・広島市こだわった小ホール 

・大人の昼寝 

・防災が大事 

『広島で一番気軽で、自由でオープンな施設』 

  ・市民が主役 

   →竹原家族 

・つながる体験（料理・農業）、自由 

   →参加のハードルが低い 

 

 →「アニメの空き地」のような空間 


